
第３号様式（第４条、第20条関係）（付表１）（表）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 

排 煙 の 排 出 方 法 概 要 書                

排煙を発生する指定施設 

種  類 61(1)ボイラー   

事業所にお
ける施設番
号等 

BS-1   

排 煙 処 理 施 設 

種 類    

名 称    

排出ガス量（定格能力） 

（Ｎｍ３／ｈ） 

湿 り 
 

1643 
  

乾 き 1498   

排 出 ガ ス 中 の 酸 素 濃 度 （ ％ ） 0   

処 
 
 

 
 

 

理 
 
 

 
 
 

能 
 
 

 
 
 

力 

排出ガス温度（℃） 

処 理 前 110   

処 理 後    

排 
 
 

煙 
 

 

の 
 

 

濃 
 
 

度 

硫黄酸化物 

(容量比ppm) 

処 理 前 2.5   

処 理 後    

窒素酸化物 

(容量比ppm) 

処 理 前 45   

処 理 後    

ばいじん 

(g/N㎥) 

処 理 前 0.05   

処 理 後    

 

処 理 前    

処 理 後    

 

処 理 前    

処 理 後    

 

処 理 前    

処 理 後    

 

 

条例施行規則別表

第１の指定施設の

名称を記入してく

ださい。 

事業者が

管理のた

めに付し

ている番

号又は記

号を記入

してくだ

さい。 

原則として、施設

の能力に対して使

用する原料及び燃

料の最大の使用量

で稼動した場合に

排出されるガス量

の予測値を記入し

てください。ただ

し、実測値(同一施

設の実証試験の結

果に限る。)の場合

は、その最大値を

記 入 し て く だ さ

い。 

排煙処理施設を設置していない場合は、

排出ガスの温度及び排煙の濃度を処理前

に記入してください。 

排煙の濃度は、乾

きガス中の濃度を

記 入 し て く だ さ

い。 



（裏） 

排煙を発生する指定施設の種類 61(1)ボイラー   

処 
 

理 
 

能 
 

力 

除 
 

去 
 

率 

（
％
） 

硫黄酸化物 0   

窒素酸化物 0   

ばいじん 0   

    

    

    

排 出 口 の 実 高 さ （ ｍ ） 35.7  
 

添
付
書
類 

☑ 排煙を発生する指定施設及び排煙処理施設の規模、能力及び構造を明らかにする図面及

び設計計算書 

☑ 排出ガス量、排出ガス中の酸素濃度及び排煙の濃度の算出根拠を明らかにする書類及び

設計計算書（実測値（同一施設の実証試験の結果に限る。）の場合は計量証明書） 

□ 除去率の算出根拠を明らかにする書類及び設計計算書 

☑ 排気ダクト、排出口及び測定口の位置図 

☑ 排出口の実高さを記した側面図 

備考 １ 排煙を発生する指定施設の種類の欄には、別表第１の施設の欄の施設名を記入してくださ

い。また、事業所における施設番号等の欄には、事業所が管理のために付している番号又は

記号を記入してください。 

２ 「排煙処理施設の種類」及び「名称」の欄には、事業所が管理のために付している種類

及び名称を記入してください。 

３ 排出ガス量（定格能力）の欄には、原則として、施設の能力に対して使用する原料及び

燃料の最大の使用量を重油に換算した量で稼動した場合に排出されるガス量の予測値を記

入してください。ただし、実測値（同一施設の実証試験の結果に限る。）の場合は、その最

大値を記入してください。 

４ 処理能力の欄には、排煙処理施設を設置していない場合は、排出ガスの温度及び排煙の

濃度を処理前の欄に記入してください。 

５ 排煙の濃度の欄には、乾きガス中の濃度を記入してください。 

６ 排煙の濃度及び除去率の欄には、当該施設から発生する排煙中に含まれる硫黄酸化物、

窒素酸化物及びばいじんについて記入するほか、炭化水素系特定物質及び排煙指定物質に

ついて、それぞれ当該物質の種類ごとに記入してください。 

７ 硫黄酸化物の処理後の濃度については、排煙脱硫装置を設置している場合にのみ記入し

てください。 

８ ばいじん濃度等の酸素濃度補正を行う施設については、補正値を記入してください。 

９ 添付書類の欄には、添付した書類については□内にレ印を記入してください。 

当該施設から発生する排煙中に含まれる硫黄酸化物、窒素酸化物及びばいじん

について記入するほか、炭化水素系特定物質及び排煙指定物質についてそれぞ

れ当該物質の種類ごとに記入してください。 


